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定
率
減
税
の
廃
止
、
税
源
移
譲
に
よ
る
年
間
で
の
税
負
担
及
び
広
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
か
ら
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
。
政
府
は
、
所
得

税
が
減
る
一
方
、
住
民
税
が
増
え
る
た
め
、
税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ
た
年
間
で
の
税
負
担
額
は
変
わ

ら
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
住
民
税
の
負
担
増
と
重
な
る
こ
の
時
期
に
、
『
年
間
で
の
税
負
担
は
変
わ
り

ま
せ
ん
』
と
の
政
府
広
報
を
、
新
聞
、
雑
誌
、
Ｔ
Ｖ
等
を
通
じ
累
次
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
年
間
で
の
税
負
担
額
に
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴
う
負
担
増
分
も
含
む
が
、
政
府
広
報
を
鵜
呑
み
に
し
た
納
税

者
に
お
い
て
は
、
税
負
担
額
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
勘
違
い
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
定
率
減
税
の
廃
止
、
税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
変
更
及
び
広
報
に
関
し
て
以
下
の
点
に
つ
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一

大
蔵
省
（
当
時
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
十
一
年
度
税
制
改
正
の
手
引
き
」
で
は
定
率
減
税
を
「
恒
久
的
な
減
税
」
と

位
置
付
け
、
財
務
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
十
七
年
度
税
制
改
正
」
で
は
「
臨
時
異
例
の
措
置
」
、
同
「
平
成
十
八
年
度

税
制
改
正
」
で
は
「
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
」
と
し
て
い
る
が
、
大
蔵
省
（
当
時
）
・
財
務
省
が
定
率
減
税
の
性
格

を
変
更
し
た
理
由
は
何
か
。

一



ま
た
、
国
会
答
弁
に
お
い
て
も
、
定
率
減
税
に
つ
き
、
導
入
当
時
、
宮
澤
大
蔵
大
臣
（
当
時
）
は
「
恒
久
的
減
税
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
谷
垣
前
財
務
大
臣
は
当
初
「
恒
久
的
減
税
」
、
途
中
か
ら
「
臨
時
異
例
の
措
置
」
と
言
い
換
え
、
尾
身
財

務
大
臣
は
当
初
か
ら
「
臨
時
異
例
の
措
置
」
と
言
っ
て
い
る
。
歴
代
の
大
蔵
大
臣
（
当
時
）
・
財
務
大
臣
の
発
言
が
「
恒
久

的
減
税
」
か
ら
「
臨
時
異
例
の
措
置
」
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
歴
代
の
首
相
の
発
言
を
み
て
も
、
小
渕
首
相
（
当
時
）
は
当
初
「
恒
久
減
税
」
、
途
中
か
ら
「
恒
久
的
減
税
」

と
言
い
、
小
泉
前
首
相
と
安
倍
首
相
は
当
初
か
ら
「
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
」
と
言
っ
て
お
り
、
首
相
の
発
言
も
変

遷
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
定
率
減
税
に
つ
い
て
の
首
相
や
大
蔵
大
臣
（
当
時
）
・
財
務
大
臣
の
発
言
が
変
遷
し
て
い
る
理
由
は
何

か
。

二

尾
身
財
務
大
臣
は
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
（
平
成
十
九
年
六
月
十
三
日
）
に
お
い
て
「
定
率
減
税
を
二
年
が
か
り
で
廃

止
す
る
と
い
う
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
。
増
税
と
い
え
ば
確
か
に
増
税
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
の
際
、
定
率
減
税
廃
止
は
増
税
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

三

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分
住
民
税
が
増
え

二



る
だ
け
な
の
で
、
所
得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ
た
個
々
の
納
税
者
の
税
負
担
額
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

か
。

四

右
三
に
お
い
て
、
税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
変
更
に
よ
り
税
負
担
額
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
右
の

財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
尾
身
財
務
大
臣
が
「
定
率
減
税
を
二
年
が
か
り
で
廃
止
す
る
と
い
う
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
。

増
税
と
い
え
ば
確
か
に
増
税
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
政
府
答
弁
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
六
月
以
降
は
税

源
移
譲
と
は
別
に
、
所
得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ
た
個
々
の
納
税
者
の
実
際
の
税
負
担
額
は
増
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ

れ
即
ち
『
年
間
で
の
税
負
担
は
増
え
る
』
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

五

財
務
省
主
税
局
「
税
制
主
要
参
考
資
料
集
」
に
よ
る
夫
婦
子
二
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
に
お
け
る
、
年
収
三
百
万
円
、

五
百
万
円
、
七
百
万
円
、
一
千
万
円
、
一
千
五
百
万
円
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
所
得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ
た
平
成
十
九
年

の
税
額
は
、
平
成
十
八
年
と
比
べ
て
ど
れ
だ
け
増
え
る
か
。

こ
の
こ
と
は
増
税
と
言
え
る
か
。
仮
に
、
政
府
が
増
税
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
何
と
言
う
の
か
。

六

財
務
省
、
国
税
庁
ま
た
は
総
務
省
な
ど
政
府
が
、
過
去
、
個
人
負
担
の
税
の
増
税
措
置
に
つ
い
て
納
税
者
の
理
解
を
求
め

る
べ
く
広
報
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

三



行
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
ど
の
省
庁
が
、
ど
の
よ
う
な
増
税
措
置
に
つ
い
て
、
ど
の
期
間
、
ど
の
よ
う
に
し
て
広
報
を

行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
広
報
の
た
め
に
費
や
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
の
額
は
。

七

今
回
の
税
源
移
譲
に
係
る
広
報
活
動
に
対
し
、
財
務
省
、
国
税
庁
及
び
総
務
省
な
ど
政
府
全
体
が
費
や
し
た
、
或
い
は
今

後
費
や
す
費
用
の
額
は
。

全
国
で
、
六
月
の
給
与
明
細
や
市
町
村
役
場
か
ら
の
住
民
税
の
案
内
を
受
け
て
混
乱
す
る
国
民
の
皆
様
が
理
解
で
き
る
回
答

を
期
待
す
る
。

右
質
問
す
る
。

四


